
『文
献
通
考

・
経
籍
考

』

に
関

す

る

一
考
察

分
類

の
修
正
と
そ
の
学
術
的
意
味

に

つ
い
て
i

連

凡

は
じ
め
に

『文
献
通
考
』
は
宋
末
元
初
の
著
名
な
歴
史
家
で
あ
る
馬
端
臨

(字
は
貴
與
、
一
二
五
四
～

一
三
二
三
)
が
撰
し
た
、
上
古
か
ら
南
宋
寧

宗
嘉
定
年
間
ま
で
の
典
章
制
度
沿
革
通
史
で
あ
る
。
全
書
は
三
四
八
巻
で
二
四
門
に
分
か
れ
る
。
そ
の
第
十
八
門

の

『文
献
通
考

・
経
籍

考

』
(
以
下
、
『経
籍
考
』
と
略
称
)
は
、
馬
端
臨
が
杜
佑
の

「因
仍
」
(踏
襲
継
承
)
思
想

の
影
響
を
受
け
て

「通
典
』
の
体
裁
を
継
承
す

る

一
方
で
、
そ
の
内
容
上
の
不
備
を
補
充
す
る
た
め
に
立
て
た
五

つ
の
新
し
い
門
類

の

一
つ
で
あ

っ
て
、
全
七
六
巻
、
最
大
の

一
門
で
、

単

行
本
が
あ
る
唯

一
の
門
類
で
も
あ
る
。
『経
籍
考
』
は
経
史
子
集
の
四
部
に
分
か
れ
て
五
五
類
が
あ
る
。
そ
の
下
に

「近
世
に
存
し
て
考

　　
　

　　
　

ふ

べ
き
」
歴
代
典
籍
を
約
四
二
〇
〇
種
以
上
著
録
し
て
い
る
。

一
方
で
、
馬
端
臨
は
鄭
樵
の

「会
通
」
(融
会
貫
通
)
の
思
想
を
承
け
る
と

同
時
に
、
そ
の

『通
志
』
に
お
け
る
取
材
の
狭
窄
と
編
纂
の
粗
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
晁
公
武

の

『郡
斎
読
書
志
』
、
陳
振
孫

の

『直
斎
書

録
解
題
』
(
以
下
、
『郡
斎
』
、
『直
斎
』
と
略
称
)
の
二
つ
の
宋
代
私
家
提
要
目
録
書
を
主
体
と
し
て
、
『漢
書

・
芸
文
志
』
、
『隋
書

・
経
籍

ぞ
　

志
』
、
『新
唐
書

・
芸
文
志
』
(以
下
、
『漢
志
』
、
『隋
志
』
、
『新
唐
志
』
と
略
称
)
、
及
び
宋
代
の
四
種

の

『国
史
芸
文
志
』、
宋
代
官
修
の

『崇
文
総
目
』
(以
下
、
『崇
文
』
と
略
称
)
、
私
修
の

『通
志
』

「芸
文
略
」
(鄭
樵
)
及
び
各
家

の
専
門
書

・
文
集

・
語
録
と
そ
の
序
跋
な

ど
、
幅
広

い
資
料
を
収
録
し
て
き
ち
ん
と
整
理
し
、
さ
ら
に
少
量

の
自
身

の
言
葉

(約
五
〇
条

の
按
語
)
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「輯

ハる
　

録
体
」
(王
重
民
の
命
名
に
よ
る
)
と

い
う
新
し
い
目
録
書
体
裁
を
創
立
し
て
い
る
。

こ
れ
は
自
分
で
書

い
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
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前
人

の
資
料
を
集
録
し
て
、
著
録

(書
名
、
巻
数
)
、
序
録

(学
術

の
源
流
や
歴
代
典
籍

の
整
理
、
収
蔵
情
況
な
ど
)、
解
題
な
ど
を
作

っ

た
も

の
で
あ
る
。
『経
籍
考
』
は
特
に
清
代
以
降

の
学
者
に
重
視
さ
れ
、
多
く
の
模
倣
と
続
修
の
著
作

(朱
彝
尊

『経
義
考
』
、
孫
詒
譲

『温

州
経
籍
志
』
、
清
代
官
修

『続
文
献
通
考
』
「経
籍
考
」
な
ど
)
が
現
れ
、
中
国
目
録
学
史
上
に
お

い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

『
経
籍
考
』
は
輯
録
体
の
目
録
書
と
し
て
、
豊
富
な
資
料
を
収
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
分
類
上
に
お
い
て
も
完

　　
　

全
な
体
系
と
特
色
を
持

っ
て
い
る
。
従
来
、
こ
れ
に
対
し
て
は
す
で
に
様
々
な
論
考
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
分
類
体
系
に
関
す
る
巨
視
的

分
析

で
あ
る
。
前
代
書
目
の
分
類
に
対
す
る
修
正
に

つ
い
て
は
、
な
お
全
面
的
な
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
『経
籍
考
』
全

文
と
そ
の
来
源
で
あ
る
資
料
と
を
比
較
し
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
輯
録
体
の
編
纂
方
式
に
よ
る
分
類
体
系
上
に
お
け
る
総
合
性

に
注

目
し
た
。
そ
し
て
、
「経
籍
考
』
に
お
け
る
分
類
体
系
と
図
書
の
分
類
に
対
す
る
修
正
を
合
わ
せ
て
分
析
し
、
そ

の
原
因
と
根
拠
を
究

め
、

更
に
そ
の
背
後
に
あ
る
学
術
思
想
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『経
籍
考
』
の
特
質
を
究
明
す
る
た
め
の

一
助
と
し
た
い
。

一

書
籍
分
類
の
過
程
と
そ
の
要
素
に
つ
い
て

古
籍
分
類
の
過
程
と
は
簡
単
に
言
え
ば
、
分
類
者
を
媒
介
者
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
書
物
を

一
定
の
分
類
体
系
に
類
別
す
る
過
程

で
あ
る
。

分
類
者
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
行
為
の
主
体
で
あ
る
が
、
分
類
体
系
は
分
類
者
に
対
し
て

一
定

の
制
約
作
用
を
持

つ
。
書

物
は
も
と
も
と
客
観

的
に
存
在
し
て
い
る
が
、
分
類
者
は
そ
れ
に
対
し
て
解
読
と
評
価
の
作
用
を
持

つ
。
分
類
体
系
は
実
に
書
物
全
体
に
基
く
学
術
門
類
の
構

成
情
況
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
る
が
、
逆
に
そ
の
分
類

の
排
列
次
序
や
書
物
に
対
す
る
評
価
な
ど
に
よ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
学
術
地
位
や

流
伝

な
ど
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
上
、
分
類
体
系
、
分
類
者
、
書
物
は
み
な
特
定

の
時
代
の
学
術
空
聞
に
属
し
て
い
る
。

「
分
類
体
系
」
は
言
う
ま
で
も
な
く

一
定

の
数
目
の
分
類
項
目
で
構
成
さ
れ
ゐ
有
機
体
で
あ
る
。
中
国
の
歴
史
土
、
古
籍
分
類
は

「六
分

法
」

(『漢
志
』
)
、
「七
分
法
」
(『七
志
』
)
、
「十
二
分
法
」
(
『通
志
』
「芸
文
略
」
)
な
ど
の
体
系
も
あ
る
が
、
『隋
志
』

以
来

「四
分
法
」
(
四

部
分
類
)
が
分
類
体
系
の
主
流
に
な
る
。
た
だ
、
各
部
の
細
か
な
分
類
項
目
は
時
代
に
よ

っ
て
絶
え
ず
変
化
し
た
。

「分
類
者
」
に
つ
い
て

は
、

そ
の
時
代

の
客
観
的
制
約
を
受
け
て
い
る

一
方
で
、
そ
の
学
識
と
思
想
な
ど
の
個
人
的
背
景
に
よ

っ
て
そ
の
問
題
を
処
理
す
る
角
度
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と
立
場
は
非
常
に
異
な
り
、
様
々
な
人
為
的
な
過
失
も
免
れ
な

い
の
で
あ
る
。
「書
物
」
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
代
ま
で

の
あ
ら
ゆ
る
書
物
で

あ
り
、
そ
の
数
量
も
何
千
何
万
種
に
達
し
、
そ
の
内
容
と
伝
播
は
非
常
に
複
雑
多
端

で
あ
る
。
古
籍
の
分
類
は

一
般
的
に
書
物
の
内
容
に

基
く
の
で
、
書
物
の
内
容
と
そ
の
真
偽
、
地
位
と
流
伝
な
ど
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。
「特
定

の
時
代
の
学
術
空
間
」
は
、
そ
の
時
代

の

政
治

・
経
済

・
文
化
と
学
術
思
想
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
分
類
体
系
、
分
類
者
、
書
物
に
影
響
を
与
え
て
そ
れ
ら
を
決
定
す
る
深
層

の
原

因

と
根
拠

で
あ
る
。
以
上
の
三
者
と
そ
の
時
代
の
学
術
空
間
は
、
分
類

の
過
程
に
お
け
る
四
つ
の
重
要
な
要
素
と

し
て
複
雑
な
相
互
関
係

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
変
わ
れ
ば
、
往
々
に
し
て
分
類
の
過
程
に
お
け
る
相
違
と
修
正
を
も
た
ら
す

こ
と
に
な
る
。
以
下
、
『経
籍

考
』
と
そ
の
材
料
来
源
の
統
計
に
よ

っ
て
具
体
的
に
説
明
し
た

い
。

『経
籍
考
』
に
は
約

一
四
〇
家

(特
に
南
宋
の
学
者
と
そ
の
著
作
を
主
と
す
る
)

の
六
〇
七
四
条

の
材
料

(序
録

、
部
巻
数
合
計
、
解

題
)
を
輯
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

『漢
志
』
(八
八
条
)、
『隋
志
』
(九
五
条
)
、
『新
唐
志
』
(
六
二
条
)
、
『崇
文
』
(
一
九
三
条
)
、
『郡

ハゑ

　　　

斎
』
(
一
四
三
七
条
)
、
『直
斎
』
(
二
八

一
八
条
)
の
六

つ
の
書
目
は
合
わ
せ
て
四
六
九
三
条
を
収
録
し
、
そ
の
分
類
と
内
容

の
主
な
典
拠

に
な

っ
て
い
る
。
『経
籍
考
』
に
お
け
る
分
類

の
修
正
も
こ
の
六

つ
の
書
目
に
対
す
る
処
理
の
中
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。
た
だ
、
『経

籍
考
』

の
全
文
を
通
観
す
れ
ば
、
馬
端
臨
は
少
量
の
説
明

(按
語
)
以
外
に
、
具
体
的
書
物
を
そ
の
分
類
体
系
に
よ

っ
て
類
別
し
た
あ
と
、

一
般
的
に
そ
の
過
程
に
お
い
て
前
代
書
目
に
対
す
る
取
捨

・
修
正
の
理
由
を
述
べ
て
い
な

い
。

こ
れ
は
資
料
に
お

い
て
限
り
が
あ

っ
て

　
　
　

=

考
証

で
き
な
か

っ
た
た
め
、
「姑
く
其
の
旧
に
仍
る
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
『経
籍
考
』
は
史
志
目
録
と
し
て
前
代
書
目
に
対
す
る

編
集
を
主
と
し
、
明
焦
肱

『国
史
経
籍
志
』
の
よ
う
な
も

っ
ぱ
ら
前
代
の
書
目
の
誤
謬
を
考
証
し
た
も
の
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
以
下
、

書
目
な
ど
の
関
連
資
料
を
結
合
し
て
四
つ
の
方
面
か
ら

『経
籍
考
』
に
お
け
る
分
類
の
修
正
と
そ
の
学
術
的
意
味
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二

分
類
体
系
に
よ
る
分
類
の
修
正

『文
献
通
考
』
自
序
に
そ
の

「経
籍
考
」
に
お
け
る
分
類
項
目
の
数

(経
部
十
三
類
、
史
部
十
四
類
、
子
部
二
二
類
、
集
部
六
類
)
を
述

べ
て
い
る
が
、
実
際

の
正
文
内
容
と
比
較
し
て
み
る
と
、
多
少
の
違

い
が
あ
る
。
論
述
の
便
の
た
め
、
こ
こ
で
は
先
ず

『経
籍
考
』
の
正

一
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文
に
あ
る
各
部
の
分
類
項
目
を
見
て
お
く

(括
弧
内
は
序
録

の
表
記
)
。

経
部
ー
易
、
書
、
詩
、
礼
、
春
秋
、
論
語
、
孟
子
、
孝
経
、
経
解
、
楽
、
儀
注
、
諡
法
、
讖
緯
、
小
学
。
史
部
ー

正
史
、
編
年
、
起
居

注
、
雑
史
、
伝
記

(雑
伝
)
、
偽
史
霸
史
、
史
評
史
鈔
、
故
事
、
職
官
、
刑
法
、
地
理
、
時
令
、
譜
牒

(譜
系
)、
目
録
。
子
部
-
儒
、
道
、

法
、
名
、
墨
、
縦
横
、
雑
、
小
説
、
農
、
天
文
、
暦
算

(暦
譜
)、
五
行
、
占
筮
、
形
法

(天
文
か
ら
形
法
ま
で
を
陰

陽
類
に
属
す
)
、
兵
、

医
、
神
仙

(前
に
房
中
あ
る
も
書
物
な
し
)、
釈
氏
、
類
書
、
雑
芸
術
。
集
部
-
賦
詩
、
別
集
、
詩
集
、
歌
詞
、
章

奏
、
総
集
、
文
史
。

実

は
経
部
十
四
類
、
史
部
十
四
類
、
子
部
二
十
類
、
集
部
七
類
で
合
わ
せ
て
五
五
類
と
な
る
。
『経
籍
考
』
は

『隋
志
』
以
来
の
四
部
分

類
体

系
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
は
前
述

の

「因
仍
」
の
思
想
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
四
部
分
類
体
系
は
前
人
の
成
果
を
吸
収
す
る
た
め

に

一
番
便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
方

で
、
馬
端
臨
が
前
代
の
書
目
の
分
類

の
項
目
に
対
し
て

「会
通
」

の
立
場
か
ら
行

っ
た
修
正
は
か
な

り
多

い
。
こ
れ
に
よ

っ
て
そ
の
分
類
体
系
は
、
前
代
書
目

(特
に

『直
斎
』
)
か
ら
出
た
新
し

い
分
類
が
ほ
ぼ
備
わ

っ
て
い
る
と

い
う
総
合

性
や
、
朱
子
学
の
立
場
に
基
づ

い
て
特
に
礼
楽
教
化
や
夷
夏

の
弁
な
ど
を
重
視
す
る
と
い
う
正
統
性
な
ど
の
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
考
え
方
は
往
々
に
し
て
保
守
的
で
あ
る
が
、
分
類
の
排
列
次
序
な
ど
の
具
体
的
な
処
理
上
に
お
い
て
は

一
定
の
融
通
性
も
あ
る
。
そ

れ
は
主
に
項
目
の
設
置
と
排
列
順
序
、
項
目
に
お
け
る
相
互
の
関
係
と
歴
史

の
沿
革
な
ど
の
方
面
に
現
れ
て
い
る
。

(
一
)

分
類
項
目
の
設
置
と
そ
の
排
列
順
序

分
類
項
目
の
設
置
を
決
定
す
る
要
因
は
、
主
に
時
代
学
術
思
想
の
盛
衰
発
展
及
び
そ
れ
に
伴
う
特
定
部
類
に
お
け
る
書
物
の
数
量

の
消

長
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
分
類
者
自
身

の
学
識
と
判
断
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
の
上
、
古
籍
分
類
に
お
い
て
は
、
そ
の
項
目

の
排
列

順
序

は
直
接
そ
の
学
術
的
地
位
を
反
映
し
て
い
る
。
故
に
排
列
順
序

の
変
化
は
、
直
接
的
に
あ
る
類
の
地
位
の
昇
降

を
現
し
て
い
る
。
四

部
分
類
体
系
に
お

い
て
は
も
ち
ろ
ん
経
部
の
地
位
が

一
番
高
く
、
そ
の
次
は
史
部
、
子
部
で
あ
り
、
集
部
の
地
位
は

一
番
低
い
と
見
な
さ

れ
て

い
る
。
更
に
各
類

に
お
け
る
下
位
の
分
類
も

一
般
的
に
前
に
列
さ
れ
て
い
る
類
別
は
後
に
あ
る
類
別
よ
り
地
位
が
高

い
の
で
あ
る
。

以
下
、
『経
籍
考
』
経
部
楽
類

(第
十
位
)
と
儀
注
類

(第
十

一
位
)
な
ど
を
例
と
し
て
論
述
し
た
い
。
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陳
振
孫
は
上
古
の

「六
芸
」
に
属
さ
れ
た
楽
類

の
書
は
す

べ
て
逸
失
し
て
お
り
、
後
世

の
楽
書

(楽
府
、
教
坊
、
琵
琶
、
羯
鼓
な
ど
)

を
経
部
楽
類
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
て
、
経
部

の
楽
類
を
廃
止
し
、
そ
れ
に
代
わ

っ
て
子
部
雑
芸
術
類

の
前
に
音
楽
類
を

設

け
て
後
世
の
楽
書
を
入
れ
た

(鄭
寅

『鄭
氏
書
目
」
に
基
く
)。

こ
れ
に
対
し
て
馬
端
臨
は
陳
氏

の
意
見
を
受
け
入
れ
る

一
方
で
、
「然

れ
ど
も
楽
な
る
者
は
、
国
家
の
大
典
、
古
人
以
て
礼
と
並
称
す
。
而
る
に
陳
氏

『書
録
』
に
則
ち
之
を
諸
子
の
後

に
置
き
て
、
之
を
技
芸

の
間
に
儕
す
。
又
た
太
だ
倫
せ
寛
。
」
と
言
う
よ
う
に
、
礼
楽

の
教
化
作
用

(雅
)
を
強
調
し
て
、
技
術

の
よ
う
な
雑
芸
術

(俗
)
に
比
べ

る

こ
と
が
で
き
な

い
と
主
張
し
た
。
ゆ
え
に
、
馬
氏
は
折
衷
の
方
法
を
取
り
、
後
世
の
楽
書
を
経
部
楽
類
に
保
存

し
た

一
方
で
、
そ
の
排

列
順
序

(も
と
は
五
経
に
次
ぐ
第
六
位
)
を
下
げ
て
儀
注
類
と
と
も
に
経
解
類
の
後

(経
部
第
十
位
)
に
置

い
た
。
そ
の
後
、
『
四
庫
全
書

総

目
提
要
』
(以
下
、
『
四
庫
総
目
』
と
略
称
)
は
さ
ら
に
音
楽
理
論

の
書
を
経
部
楽
類
に
入
れ
、
音
楽
技
法
と
曲
譜

の
書
を
子
部
の
雑
芸

類
と
集
部
の
詞
曲
類
に
入
れ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
集
部
章
奏
類
も
、
陳
振
孫
は
集
部
別
集
類
か
ら
独
立
し
て
史
部
詔
令
類
と
相
い
呼
応
さ

せ
た
。
『経
籍
考
』
は
陳
氏
に
よ

っ
て
集
部
に
章
奏
類
が
あ
る
が
、
詔
令
は
起
居
注
類
に
入
れ
た
。
後
に

『
四
庫
総
目
』
は
さ
ら
に
集
部
章

奏
類
を
史
部
に
上
げ
て
詔
令
類
と
合
併
し
て
詔
令
奏
議
類
と
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
古
代
か
ら
礼
楽
と
合
わ
せ
て
称
さ
れ
て
い
る
が
、
三
礼

(
『周
礼
』
・
『儀
礼
』
・
『礼
記
』)
と
そ
の
注
釈
書
は
後
世
に

残

っ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
経
部
礼
類
に
入
れ
る
は
ず
だ
が
、
後
世
の
儀
礼
を
記
録
す
る
書
物
に

つ
い
て
は
問
題

が
生
じ
た
。
漢
代
の
時

に
儀
礼
の
書
は
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、
儀
注
類
が
な
く
て

『封
禅
議
対
』、
『漢
封
禅
群
祀
』
な
ど
は
六
芸
略
礼
類
に
配
さ
れ
た
。
時
代

の
発
展
に
伴

っ
て
後

の
朝
代
の
礼
書
は
次
第
に
増
加
し
、
故
に

『隋
志
』、
『旧
唐
志
』
、
『新
唐
志
』、
『崇
文
』、
『
郡
斎
』
、
『直
斎
』
は
み

な
史
部
に
儀
注
類

(『直
斎
』
に

「礼
注
」
と
称
す
)
を
設
け
た
が
、
『経
籍
考
』
に
至

っ
て
初
め
て
こ
れ
を
経
部

に
上
げ
た
。
そ
の
理
由

は
前
述
の
経
部
楽
類
に
対
す
る
処
理

(国
家

の
大
典
)
と
同
様
で
あ
る
。
『経
籍
考
』
の
処
理
方
法
は
、
経
部
礼
類

に
た
だ
三
礼
と
そ
の
注

釈
書
だ
け
を
収
録
す
る
と
同
時
に
、
後
世
の
礼
書
は
す

べ
て
経
部
儀
注
類
に
収
録
し
た
。
両
者

の
限
界
は
非
常
に
明
ら
か
で
あ
る
。
後
に

『
四
庫
総
目
』
は

『経
籍
考
』
の
考
え
方
を
継
承
し
て
更
に
細
分
化
し
、
経
部
に
礼
類
と
い
う
二
級
分
類
を
立
て
て
、
そ
の
下
に
周
礼
、
儀
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礼

、
礼
記
の

「
三
礼
」
の
分
類
を
立
て
る
と
同
時
に
、
雑
礼
書

(後
世

の
礼
書
)、
三
礼
総
義
、
通
礼
な
ど
の
分
類
を
も
設
立
し
た
。

(
二
)

分
類
項
目
に
お
け
る
相
互
の
関
係
と
歴
史
の
沿
革

分
類

の
項
目
に
お
い
て
、
横
の
方
向
か
ら
見
れ
ば
、
各
類
に
関
わ
る
学
術
領
域
は
往
々
に
し
て
関
連

し
て
お
り
、

そ
の
問
に
交
錯
と
重

な

り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
限
界
は
あ
ま
り
は

っ
き
り
せ
ず
混
同
し
や
す
い
。
鄭
樵
が
か

つ
て
挙
げ
た

「古
今
編
書

の
分
か

つ
能
わ

　　
　

ざ

る
所
の
者
」
と

い
う
伝
記
、
雑
家
、
小
説
、
雑
史
、
故
事
の
五

つ
の
類
別
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
同
じ
書
物
で

も
往

々
に
し
て
似
通

っ
て
い
る
分
類
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
古
籍

の
分
類
に
は

一
定

の
主
観
的
あ

い
ま

い
性
が
あ
る
。
縦

の
方
面

(歴
史
上
)
か
ら
見
れ
ば
、
時
代
の
学
術
思
想

の
発
展
に
伴

っ
て
、
分
類

の
体
系
と
書
籍

の
状
況
も
変
化
し
、
分
類
項
目
の
内
包

と
外
延
も
変
わ

っ
て
い
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
歴
代
書
目
の
問
に
は
相
違
が
生
ま
れ
た
。

例

え
ば
、
歴
史
上
に
経
解
類
は
孝
経
類
、
論
語
類
、
小
学
類
、
雑
家
類
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
『漢
志
』

で
は

「『五
経
雑
議
』

十

八
篇
、
石
渠
論
」
と
い
う
経
解
の
著
作
を
六
芸
略
孝
経
類
に
附
し
て
い
る
。
『隋
志
』

で
も

「
『五
経
雑
義
』
六
巻
、
孫
暢
之
撰
」
と

い

う
経
解

の
著
作
を
経
部
論
語
類
に
附
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
『孝
経
』
と

『論
語
』
と
は
み
な

一
つ
の
経
典
に
限
ら
ず
、
実
は

「五
経

　
け
ソ

の
総
彙
」
で
あ
る
か
ら
、
書
目
に
ま
だ

「経
解
」
(
「五
経
総
義
」
)
と
い
う
類
を
設
け
女
か

っ
た
時
代
に
、
兼
ね
て
群
経
を
論
じ
る
書
物
は

一
般
的
に
こ
れ
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
『旧
唐
志
』
(唐
毋
燹

『古
今
書
録
』
(已
佚
)
に
基
く
)
で
初
め

て
経
部
に

「経
解
」
と

い
う
類
を
設
け
て
、
「『五
経
雑
義
』
七
巻
、
劉
向
撰
」
と
い
う
書
物
を
記
録
し
て
い
る
。
『新
唐
志
』
で
も
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
北
宋

官
修

の

『崇
文
』
は
再
び

「経
解
」
の
著
作
を
孝
経
類
と
論
語
類
に
付
し
て
お
り
、
古
い
し
き
た
り
に
拘
泥
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

南
宋

の

『郡
斎
』
と

『直
斎
』
に
至

っ
て
、
つ
い
に
経
解
類

の
著
録
範
囲
を
確
立
し
た
。
『経
籍
考
』
は
こ
酒
を
採

っ
凌
。
そ
の
上
、
経
解

類

は
そ
の
訓
詁

の
解
釈
方
式
と
錯
雑
な
内
容
に
よ

っ
て
小
学
類
と
雑
家
類
と
を
混
同
し
や
す
い
。
例
え
ば
、
『直

斎
』
子
部
雑
家
類
に
、

「『匡
謬
正
俗
』
八
巻
」
を
記
録
し
、
『崇
文
』
は
こ
れ
を
論
語
類
に
取
り
入
れ
、
『経
籍
考
』
は

『郡
斎
』
に
よ

っ
て

こ
れ
を
経
解
類
に
入

れ
た
。
『四
庫
総
目
」
で
は
こ
れ
を
経
部
小
学
類

「訓
詁
之
属
」
に
入
れ
た
。
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古
籍
目
録
の
分
類
体
系
は
今
風
の
哲

・
史

・
文
な
ど
の
完
全
な
学
科
に
よ
る
分
類

で
は
な
く
、
ま
た

「十
進
法
」

の
よ
う
な
形
式
的
分

類

で
も
な
い
の
で
あ
る
。
実
は
古
籍
の
分
類
は
政
治

・
文
化
の
標
準
を
優
先
し
て
、
学
術
内
容
で
分
類
す
る
と
同
時
に
、
雅

.
俗
、
正
統

.

異
端
な
ど
と

い
っ
た
他
の
基
準
も
存
在
し
、
非
学
術
的
な
要
素
に
よ
る
混
乱
が
か
な
り
多

い
の
で
あ
る
。
故
に
古
籍

の
分
類
が
多
重
規
準

に
基
く
錯
雑
な
体
系
と
し
て
、
そ
の
分
類
項
目
に
お
け
る
交
錯
は
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
古
籍
分
類
体
系

に
お
け
る
構
造
上
の
欠

陥

と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
前
述

の
経
部
楽
類
と
子
部
雑
芸
術
類

(雅
と
俗
)
、
ま
た
史
部
の
地
理
類
と
偽
史
霸
史
類

(夷
夏

の
弁
)
の
相
互

関
係
な
ど
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『直
斎
』
史
部
地
理
類
に

『契
丹
疆
宇
図
』、
『遼
四
京
記
』
な
ど
の
宋
朝

と
対
立
し
て
い
た
政

権

の
地
理
書
を
収
録
し
た
が
、
馬
端
臨
は
そ
の
儒
家
正
統

の
思
想
に
基
づ

い
て
こ
れ
ら
を
す
べ
て
偽
史
霸
史
類
に
修

正
し
て
分
類
し
た
。

三

分
類
者
に
よ
る
分
類
の
修
正

分
類
者
自
身
の
学
識
と
態
度
は
も
ち
ろ
ん
分
類
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、
客
観
的
情
況
、
特

に
時
代
潮
流
と
書
籍
情

況
に
は
制
限
も
あ
り
、
多
く
の
無
意
識
的
な
過
失
も
免
れ
な
か

っ
た
。
故
に
書
目
の
書
物
分
類
に
お

い
て
多
く
の
違

い
が
生
ま
れ
た
。

(
一
)

主
観
的
な
角
度
と
立
場
の
違
い

書
物
の
内
容
は
往
々
に
し
て
複
雑
で
多
領
域

・
多
方
面
に
わ
た
る
。
故
に
同
じ
書
物

で
も
異
な
る
分
類
者
に
よ

っ
て
、
書
物
の
内
容
、

形
式
、
作
用
な
ど
、
違
う
角
度
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
違
う
分
類
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
金
石
図
録

に
対
す
る
分
類

の
修
正

に
具
現
さ
れ
て
い
る
。
『郡
斎
』
経
部
小
学
類
に

『考
古
図
』、
『博
古
図
』
、
『鐘
鼎
款
識
』
を
記
録
し
、
『直
斎
』
史
部
目
録
類
に

『考
古

図
』
、
『博
古
図
説
』
、
『宣
和
博
古
図
』
を
記
録
し
た
が
、
馬
端
臨
は

『経
籍
考
』
に
お
い
て
両
方
の
分
類
に
よ
ら
ず
、

こ
れ
ら
を
す
べ
て

経
部
儀
注
類
に
分
類
し
た
。
『考
古
図
』

の
解
題

の
下
に
直
接
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
「按
ず
る
に
、
『考
古
図
』

の
諸
書
、
晁
氏
以
て

小
学

の
門
に
入
れ
、
陳
氏
以
て
書
目
の
門
に
入
れ
、
皆
其
の
倫
類
を
失
ふ
。
既
に
考
ふ
る
所

の
者
、
古
の
礼
器
な
れ
ば
、
則
ち
礼
文

の
事

　ね
　

な
り
。
故
に
釐
め
て
儀
注
の
門
に
入
る
。」
と
。
『郡
斎
』
が
こ
れ
ら
を
小
学
類
に
入
れ
る
の
は
、
そ
の
文
字
を
考
証

す
る
作
用
に
着
目
し
、

『直
斎
』
が
こ
れ
ら
を
目
録
類
に
入
れ
る
の
は
、
そ
の
図
録

の
編
纂
方
式
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
前
掲
の
と
お
り
馬
端
臨
は
礼
楽
教

一35一



化
を
重
視
し
た
の
で
、
彼
の
見
た
と
こ
ろ
で
は
こ
れ
ら
の
記
載

の
内
容
は
古
代

の
礼
器
で
、
「礼
文
」
(礼
制
)
に
関

わ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、

こ
れ
ら
を
儀
注
類
に
分
類
し
た
。
『
四
庫
総
目
』
は

『直
斎
』

の
考
え
に
従

っ
て
こ
れ
ら
を
子
部
譜
録
類

「器
用
之
属
」
に
入
れ
た
。

同

じ
よ
う
に
、
法
帖
は
古
人
の
法
書

(手
本
)
を
石
や
板
に
模
刻
し
、
拓
本
を
と

っ
て
帖
冊
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば

『直
斎
』

子
部

雑
芸
類
に
張
彦
遠

の

『法
帖
要
録
』
、
陳
思

の

『書
苑
菁
華
』
な
ど
の
十
三
部
の
法
帖
著
作
を
記
録
し
た
が
、

『経
籍
考
』

で
は
以
上

の
書

物
を
す
べ
て
経
部
小
学
類
に
分
類
し
た
。
馬
端
臨
も
陳
振
孫
が
指
摘
し
た

「書
品
」
の
よ
う
な
法
帖
類

の
字
書

は
書
道

の
技
芸

(技

術

・
芸
術
)
に
属
し
て
学
問
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
が
、
具
体
的
な
処
理
方
法
に
お
い
て
は
違

い
が
あ

っ
た
。
彼

の
見
た

と
こ
ろ
で
は
、
「真
行
草
篆
」

の
書
と
い
い
、
「偏
旁
音
韻
」

の
書
と
い
い
、
同
様
に
文
字
を
そ
の
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の
重
点
の
置
き

所
は
違
う
け
れ
ど
も
、
便
宜
上
二
つ
の
類
に
分
け
る
必
要
は
な
い
。
従

っ
て
、
彼
は
陳
氏
が
書
道
の
著
作
を
小
学
類

か
ら
分
け
た
や
り
方

ム
　
　

に
賛

同
せ
ず
、
依
然
と
し
て
こ
れ
を
小
学
類
に
保
存
し
た
。
『
四
庫
総
目
』
は
陳
振
孫
の
意
見
に
従

っ
て
こ
れ
を
芸
術
類
に
入
れ
た
。

(
二
)

人
為
的
な
過
失

以
上
見
た
分
類
体
系
自
体
の
相
違
に
は
参
酌
す
べ
き
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
古
籍
目
録
の
編
纂
に
お
け
る

「名
を
見
る
も
書
を
見
ず
」

　は
　

と

「前
を
看
る
も
後
を
看
ず
」
と
は
、
典
型
的
な
人
為
的
過
失
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
分
類
者

(特

に
官
修
書
目
)
が
書

物

の
内
容
に
対
し
て
深
く
了
解
す
る
こ
と
な
く
、
早
く
完
成
す
る
た
め
に
、
た
だ
書
名
或

い
は

一
部
分
の
内
容
だ
け

に
よ

っ
て
判
断
し
て

分
類

し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
無
責
任
な
態
度
に
よ
る
過
ち
は
ど
の
時
代
に
も
存
在
す
る
が
、
も

っ
と
も
多

い
の

は
、

た
だ

一
時
の
油
断
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
分
類
者
は
う

っ
か
り
自
分
自
身
が
定
め
た
規
則
を
破
り
や
す

い
の
で
あ
る
。

例

え
ば
、
馬
端
臨
は
陳
振
孫
の
や
り
方
に
従

っ
て
集
部
別
集
類
か
ら
分
け
て

、詩
集
」
と
い
う
類
を
轂
け
凌
。
隙
践

の
分
類
標
準
は
、
「凡

　ほ
　

そ
他

の
文
無
く
し
て
独
り
詩
の
み
有
る
も
の
、
及
び
他
の
文
有
り
と
雖
も
而
も
詩
集
復
た
独
り
行
は
る
る
者
は
、
別
ち
て
一類
と
為
す
。」

と
言
う
よ
う
に
、
単
純
な
文
集
或
い
は
詩
文
合
集
は
別
集
類
に
入
れ
、
詩
集
の
単
行
本
で
あ
れ
ば
詩
集
類
に
入
れ
る
よ
う
に
し
た
は
ず
だ

が
、
具
体
的
に
分
類
す
る
際
に
、
そ
の
規
則
を
破
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「直
斎
』
詩
集
類
に
項
安
世

の

『平
庵
悔
稿
』
と
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仲
至

の

『東
平
集
』
を
収
録
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
単
純
な
詩
集

で
な
く
、
実
は
詩
文
合
集
で
あ
る
か
ら
、
馬
端
臨
は
別
集
類
に
修
正

し
て
分
類

し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
陳
振
孫
は

『
孟
子
』
を
子
部
儒
家
か
ら
分
け
て
経
部
に
上
げ
て
、
論
語
類
と
合
わ
せ
て

「論
孟
」
と
い

う
分
類
を
初
め
て
立
て
た
が
、
馬
端
臨
は
更
に
孟
子
類
を
独
立
し
て
論
語
類
と
並
列
さ
せ
た
。
し
か
し
、
陳
振
孫
は
余
允
文
の

『尊
孟
弁
』

を

『直
斎
』
儒
家
類
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
陳
氏
の
粗
忽
で
あ
ろ
う
。
故
に
馬
端
臨
は
こ
れ
を
孟
子
類
に
修
正
し
て
分
類
し
た
。

四

書
物

に
よ
る
分
類
の
修
正

(
一
)

内
容
と
真
偽

以
下
は
主
に
偽
書
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
晏
子
は

一
般
的
に
儒
家
の
人
物
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
言
行
録
で
あ
る

『晏
子
春

秋
』
も
儒
家
類

(『崇
文
』
や

『直
斎
』
な
ど
)
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
『郡
斎
』
は
唐
代
の
柳
宗
元
の

「弁
晏
子
春
秋
」
に

「墨
子
の

徒
に
斉
人
な
る
者
有
り
て
之
を
為
る
」
と
あ
る
意
見
に
よ

っ
て
、

こ
れ
を
子
部
墨
家
類
に
入
れ
た
。
馬
端
臨
も

『郡
斎
』
に
従

っ
て
そ
う

し
た
。
ま
た
、
『郡
斎
』
史
部
雑
史
類
に

『碧
雲
蝦
』
を
記
録
し
た
が
、
『直
斎
』
と

『経
籍
考
』

で
は
こ
れ
を
子
部
小
説
家
類
に
入
れ
た
。

そ
の
理
由
は
こ
の
書
は
魏
泰
が
梅
堯
臣
の
名
を
用
い
た
偽
作
で
あ
り
、
そ
の
記
事
は
荒
唐
で
史
実
で
は
な
く
て
虚
構

の
小
説
に
す
ぎ
な

い

か
ら

で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
歴
史
上
に
あ
る
書
の
原
本
は
す
で
に
逸
失
し
、
後
世
の
偽
作
は
そ
の
書
名
を
偽
称
し
た
と

い
う

「同
名
異
書
」

の
問
題
も
、
分
類
に
影
響
す
る
原
因
と
な
る
。
例
え
ば
、
『郡
斎
』
経
部
経
解
類
に

『
三
墳
書
』
を
記
録
し
て
、
そ
れ
が
宋
代
の
張
商
英
の

偽
作
と
見
な
し
た
が
、
陳
振
孫
は

『左
伝
』
昭
公
十

二
年
に
出
る

「三
墳
、
五
典
、
八
索
、
九
丘
」
が
み
な

『尚
書
』
と
同
じ
よ
う
な
古

史
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
経
部
書
類
に
入
れ
た
。
馬
端
臨
は
陳
振
孫

の
意
見
を
承
け
て
そ
う
し
た
が
、
『
四
庫
総
目
』

は

「三
墳
」
と
い
う

書
名

か
ら
も
と
も
と
尚
書

の
類
に
属
し
て
い
る
が
、
偽
作
の

『三
墳
書
』
の
内
容
は
実
に

『連
山
』
、
『帰
蔵
』、
『乾
坤
』
と
い
う

「
三
易
」

に
託

し
た
か
ら
、
そ
れ
を
経
部
易
類
に
付
し
た
。
同
じ
よ
う
に
、
陳
振
孫
は

『孔
子
家
語
』
を
王
粛

の
偽
作
と
見
な

し
、
孔
安
国
に
よ

っ

て
整
理
さ
れ
た
孔
壁
中
書

(も
と
も
と

『論
語
』
と
同
源
)
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
経
部
論
語
類
か
ら
取
り
出
し
て
子
部
儒
家
類
に
入

れ
た
。
『
四
庫
総
目
」
も
同
様
で
あ
る
。
『経
籍
考
』
は

『直
斎
』
に
よ
ら
ず

『郡
斎
』
と
同
様
に
経
部
論
語
類
に
保
存
し
た
。
も
ち
ろ
ん
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こ
こ
に
述
べ
て
い
る

『
三
墳
書
』
と

『孔
子
家
語
』
と
は
、
確
か
に
偽
作

で
あ
る
か
ど
う
か
学
界
で
も
ま
だ
論
争
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に

し
て
も
、
両
書
は
歴
史
上
に
お
い
て
偽
書
と
見
な
さ
れ
て
分
類
上
に
相
違
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
疑

い
が
な

い
の
で
あ
る
。

(
二
)

地
位
と
流
伝

既

に
論
述
し
た
よ
う
に
、
分
類

の
排
列
は
直
接
的
に
書
物
の
学
術
的
地
位
の
高
低
を
反
映
し
て

い
る
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
も
し
あ

る
書
物

の
地
位
に
著
し
い
変
化
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
類
も
往
々
に
し
て
そ
れ
に
従

っ
て
変
化
す
る
。
こ
れ
は
時
代
に

つ
れ
て
書
物
に
対
す

る
認
識
と
価
値
判
断
が
変
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
書
物

の
地
位

の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
下
が
る
と
上
が
る
の
二
つ
の
情
況
が
あ
る
。
下

が
る
場
合
は

一
般
的
に
偽
作
と
見
改
さ
れ
た
り

(前
述
の

『晏
子
春
秋
』、
『碧
雲
駅
』
な
ど
)
、
或

い
は
封
建
的
正
統
観
念
に
よ

っ
て
軽
視

さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
例
え
ば
、
子
部
小
説
家

の
書
物
は
も
と
も
と
史
部
に
入
れ
ら
れ
て
後
に
修
正
さ
れ
た
。
『穆
天
子
伝
』
は
そ
の

一
例

で
あ
る
。
上
が
る
場
合
は

一
般
的
に
書
物

の
価
値
が
統
治
者
に
よ

っ
て
重
視
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
李
延
寿
の

『南
史
』、
『北

史
』
は
も
と
も
と
宋
、
斉
、
梁
、
陳
な
ど
の
南
北
朝
の
正
史
に
基
づ
い
て
再
編
纂
し
た
も
の
で
、

一
般
的
に
雑
史
類

(
『崇
文
』
や

『郡

斎
』
な
ど
)
に
入
れ
ら
れ
て
、
そ
の
地
位
も
正
史
よ
り
低
く
見
な
さ
れ
た
が
、
宋
代

(特
に
南
宋
)
に
至
り
、
そ
の
価
値
は
次
第
に
学
者

(司
馬
光
、
陳
正
敏
ら
)
に
認
め
ら
れ
て
地
位
も
高
く
な

っ
て
、
つ
い
に
官
方
に
よ

っ
て
正
史
と
規
定
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
馬
端
臨
は

こ
れ
を
雑
史
類
か
ら
正
史
類
に
引
き
上
げ
た
。
も
う

一
つ
の
好
例
は
、
『通
典
』
と

『唐
会
要
』
な
ど
の
政
書

(
『文
献
通
考
』
自
身
も
そ

れ
に
属
す
る
)
は
、
そ
の
類
別
の
編
纂
方
式
に
よ
っ
て

一
般
的
に
子
部
類
書
類
に
入
れ
ら
れ
た
が
、
陳
振
孫
に
至

っ
て
そ
の
内
容
は

「古

今
制
度
沿
革
」
(
『通
典
』)
或

い
は

「典
故
」
(
『会
要
』
)
で
あ
り
、
類
書
と
異
な
る
と

い
う

こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
を
引
き
上
げ
て
史
部

　へ
　

典
故
類
に
入
れ
た
。
馬
端
臨
は
こ
れ
に
よ

っ
て
政
書
を
史
部
故
事
類
に
入
れ
カ
。
清
代
に
至

っ
て
官
方
は
政
書
の
抬
国
教
化
に
役
立

つ
作

用
を
認
め
て
、
『三
通
』
を
続
修
し
て

『九
通
』
と
し
、
官
修
の

『
四
庫
総
目
』
も
史
部
に
政
書
類
を
設
け
て
政
書
を

こ
れ
に
入
れ
た
。

五

時
代
学
術
思
想
の
影
響

前
文
で
も
し
ば
し
ば
時
代
学
術
思
想

の
影
響
に
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
は
馬
端
臨
自
身
の
思
想
と
そ
の

『経
籍
考
』
小
学
類
に
お
け
る
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表
現
を
中
心
に
し
て
そ
の
学
術
的
意
味
に

つ
い
て
論
述
し
た
い
。

『
宋
元
学
案
』
巻
八
九

「介
軒
学
案
」
に
馬
端
臨
を
朱
子

の
再
伝
弟
子
の
曹
瀝
の
門
下
に
列
し
て
、
曹
瀝
の
伝
記

で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　り
　

「(曹
瀝
)
博
学
知
名
に
し
て
、
馬
端
臨
嘗
て
之
に
師
事
す
。」
と
。
同
巻
馬
端
臨
の
伝
記
に
、

「時
に
休
寧
曹
湮
、
朱
子
学
に
精
詣
し
、
先

　　
　

生
、
之
に
従
ひ
て
遊
ぶ
。
師
承
自
る
と
こ
ろ
有
り
。
」
と
言
う
よ
う
に
、
馬
端
臨
が
朱
子
学
の
伝
承
を
受
け
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
同

巻

に
編
纂
者

で
あ
る
王
梓
材
は
こ
う
言
う
。
「梓
材
謹
ん
で
案
ず

る
に
、
(中
略
)
其

(馬
端
臨
)
の
程
登
庸
と
友
善
に
し
て
、
並
び
て
朱

露
)

学

を
為
す
を
以
て
し
て
、
是
の
巻
に
附
入
す
。
」
と
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
馬
端
臨
は
程
登
庸
ら
の
学
者
と
付
き
合

っ
て
朱
子
学
を
信
奉
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は

『経
籍
考
』
に
お

い
て
馬
端
臨
が
程
朱
理
学
、
特
に
朱
子
の
言
葉
を
多
く
吸
収

し
て
、
そ
の
立
論

の

へね
　

主

な
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。
以
下
、
小
学
類
所
収

の
倫
理
入
門
書
の
分
類
修
正
を
具
体
例
と
し
て
分
析
し
た
い
。

歴
史
上
か
ら
見
れ
ば
、
「小
学
」
と
は
、
も
と
も
と
王
宮

の
そ
ば
に
あ

っ
て
、
王
侯
、
士
大
夫
な
ど
の
子
弟
を
八
歳

よ
り
数
年
間
学
問
さ

せ
る
施
設
で
あ
り
、
そ
こ
で
教
え
た
六
芸

(『周
礼
』

「地
官

・
保
氏
」
に
礼
楽
射
御
書
数
)
を
指
し
た
こ
と
も
あ
る
。
の
ち

『漢
書
』
芸

文

志
以
来
、
文
字

・
音
韻

・
訓
詁

の
学
を
指
す
よ
う
に
な

っ
て
、
『説
文
解
字
』
、
『広
韻
』、
『爾
雅
』
な
ど
が
小
学

の
典
籍
と
さ
れ
る
が
、

時

代
に
伴

っ
て

「小
学
」
の
名
義
と
内
容
に
は
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
『直
斎
』
子
部
儒
家
類
に

『童
蒙
訓
』
(呂
本
中
)
、
『少
儀
外
伝
』

(呂
祖
謙
)
、
『弁
志
録
』
(呂
祖
謙
〉
と

『小
学
書
』
(朱
子
)
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
と
は
、
例
え
ば
、
『小
学
書
』
は
学
童

の
課

程

を
示
し
た
書
と
し
て
、
酒
掃

・
応
対

・
進
退
な
ど
の
小
節

(家
庭
内

で
の
道
徳
的
徳
目
)
か
ら
、
修
身
道
徳
の
格
言
、
忠
臣

・
孝
子
な

ど
の
事
跡
ま
で
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
類
の
書
物
は
儒
家

の
道
徳
倫
理
規
範
の
入
門
書
と
し
て
、
『漢
志
』
以
来

一
般
的
に
儒
家

類

(『弟
子
職
』
)
に
入
れ
る
が
、
朱
子
に
至

っ
て
特
に
こ
れ
ら
を

「小
学
」
と
見
な
し
た
。
馬
端
臨
は
朱
子
の
意
見
に
よ

っ
て
こ
れ
ら
を

　こ

『経
籍
考
』
経
部
小
学
類
に
分
類
し
た
。
実
は
こ
れ
は
先
秦
時
代

(『漢
志
』
以
前
)
の
小
学
教
育

(上
述

の

『周
礼
』
地
官
保
氏
)
の
伝

統
を

回
復
し
た
と
同
時
に
、
朱
子
学
に
お
け
る

「三
綱
領
」、

「八
条
目
」
な
ど
の
治
国
平
天
下
の
道
理
を
説

い
た

「大
学
」
の
説
と
相

い

表
裏

し
て
、
修
身
立
命

の
基
礎
を
築

い
て
、
修
身
と
学
問
の
前
後
次
序

(
「下
学
而
上
達
」
、
「先
事
而
後
理
」)
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
れ

ら
の
倫
理
入
門
書

(
『弟
子
職
』
を
含
む
)

の
ほ
か
、
『経
籍
考
』
小
学
類
所
収
の
書
物
の
種
類
は
非
常

に
雑
然

と
し
て
お
り
、
伝
統

的
な
文
字
、
音
韻
、
訓
詁
な
ど
の
小
学

の
書
物
以
外
に
、
馬
端
臨
は

『直
斎
』
目
録
類
か
ら
金
石
の
著
作

(洪
這

『
隸
釈
』
、
鄭
樵

『石
鼓

文
考
』
な
ど
)、
『郡
斎
』
と

『直
斎
』
類
書
類
か
ら
読
字
啓
蒙
書

(唐
李
瀚

『蒙
求
』
、
宋
徐
子
光

『補
注
蒙
求
』
な
ど
)、
『直
斎
』
雑
芸

類
か

ら
書
道
著
作

(前
掲
の
法
帖
著
作
)
な
ど
の
書
物
を
、
す
べ
て
小
学
類
に
分
類
し
て
修
正
し
た
。

し
か
し
、
上
述

の
分
類
の
修
正
は
馬
氏
の
独
創
で
は
な
く
、
歴
史
上
か
ら
見
れ
ば
す

べ
て
そ
の
先
例
が
あ
る
。
『
四
庫
総
目
』
巻
四
〇
経

　ゆ
　

部
小
学
類
の
小
序
の
中
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
金
石
著
作
を
小
学
類
に
入
れ
る
の
は

『隋
志
』
か
ら
始
ま
り
、
書
法
、
書
品
な
ど
の

書
道
著
作
を
芸
術
類
か
ら
小
学
類
に
入
れ
る
の
は

『新
唐
志
』
か
ら
始
ま
り
、
『弟
子
職
』
な
ど
の
倫
理
入
門
書
を
小
学
類
に
入
れ
る
の
は

趙
希
弁

の

『読
書
附
志
』
か
ら
始
ま
り
、
『蒙
求
』
な
ど
の
読
字
啓
蒙
書
を
類
書
類
か
ら
小
学
類
に
入
れ
る
の
は
晁
公
武

の

『郡
斎
』
か
ら

始
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
『四
庫
総
目
』
が
、
直
接
に
指
摘
し
て
は
い
な

い
が
、
批
判
を
加
え
て

「小
学
類
」
か
ら
取
り
出
し
た
こ
の

四
種
類
の
書
物
は
、
ち
ょ
う
ど

『経
籍
考
』
経
部
小
学
類
に
す
べ
て
備
わ

っ
て
い
る
。
『経
籍
考
』
は
前
代
書
目
の

「小
学
類
」
の
集
大
成

と
言

え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
か

っ
た
。
実
は

『経
籍
考
』
と

『
四
庫
総
目
』
の
小
学
類

の
違

い
は
、
時
代
の
学
術
思
想

に
よ
る
忠
実
な
反
映
で
あ
る
。
馬
端
臨
は
そ
の
時
代
ま
で
の
学
術
を
総
括
し
て
宋
代
に
興

っ
た
金
石
学
、
程
朱
理
学
、
蒙
学
教
育
な
ど
に

特
に
注
意
を
払

っ
た
。
小
学
類
は
た
だ
そ
の
集
中
的
な
表
現
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
清
代
に
至

っ
て

「宋
学
」
に
反
駁
し
て
経
書
に
対

す
る
忠
実
な
解
釈
を
行

っ
た
考
証
学

(所
謂

「漢
学
」)
が
盛
ん
に
な
り
、
経
学

の
基
礎
と
し
て
の
文
字
、
音
韻
、
訓
詁

の
伝
統
的
小
学
も

ロバ
　

重
視

さ
れ
、

つ
い
に

「経
学

の
附
庸
」
の
地
位
か
ら
時
代
学
術
の
中
心
に
も
な

っ
た
。
し
た
が

っ
て
乾
嘉
考
証
学
の
結
晶
と
し
て
の

『
四

ハ　
　

庫
総
目
』
の
小
学
類
は
た
だ
文
字
、
音
韻
、
訓
詁
類
の
書
物
だ
け
を
記
録
し
、
「金
石
」
、
「幼
儀
」、
「筆
法
」
、
「蒙
求
」
の
書
物
は
切
り
離

し
て
各
々
元
の
類
に
帰
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て

『漢
志
』

の
伝
統
を
回
復
し
、
「小
学
類
」
も
純
粋
な
も
の
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
は
分
類
体
系
、
分
類
者
、
書
物
、
時
代
思
想
空
間
の
四
つ
の
方
面
か
ら
、
『経
籍
考
』
に
お
け
る
分
類
の
修
正

の
原
因
を
帰
納
的
に
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分
析

し
、
更
に
そ
の
背
後
に
あ
る
学
術
的
意
眛
を
探
求
し
た
。
馬
端
臨
は

『経
籍
考
』

の
中
で
前
代
書
目
を
輯
録
す

る
過
程
に
お
い
て
そ

の
分

類
に
対
し
て
修
正
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
は
表
面
上
の
書
物

の
類
別
だ
け
で
な
く
、
往
々
に
し
て
学
術
の
時
代
変
化
を
反
映
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
目
録
学
と
学
術
史
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
特
に
古
籍
四
部
書
目
の
集
大
成
で
あ
る

『
四
庫
総
目
』
と
対
照

す
る
と
、
『経
籍
考
』
に
お
け
る
分
類

の
修
正
は
往
々
に
し
て

「過
去
を
う
け
て
未
来
を
開
く
」

一
環
と
言
う

こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
点
か

ら

『経
籍
考
』
は
中
国
近
世
の
最
も
詳
細
な
解
題
書
目
と
し
て
、
宋
代
以
前

の
目
録
書
の
集
大
成
と
言

っ
て
も
過
言

で
は
な

い
だ
ろ
う
。

『
経
籍
考
』
は

『文
献
通
考
』
の

「文
」
(典
籍
)、
「献
」
(賢
者
)、
「考
」
(考
訂
)
の
三
者

一
体

の
編
纂
原
則
を
貫

い
て
お
り
、
更
に

　お
　

「其

の
著
作

の
本
末
を
記
し
、
其
の
流
伝

の
真
偽
を
考

へ
、
其
の
文
理
の
純
駁
を
訂
す
」
と

い
う
編
纂
目
的

(「弁
章
学
術
、
考
鏡
源
流
」)

を
達
成
す
る
た
め
に
、
馬
端
臨
は
時
代
の
学
術
思
想
に
応
じ
て
忠
実
に
記
録
す
る

一
方
で
、
書
物

の
性
質
と
特
徴

・
流
伝
と
真
偽
を
も
論

述
し
、
更
に
朱
子
学
の
立
場
に
基
づ
い
て
書
物
の
内
容
と
背
後
に
あ
る
学
術
思
想
を
も
検
討
し
た
。
白
寿
彝
が

『経
籍
考
』
は
目
録
書
の

　ガ
　

形
式

と
し
て

「学
術
文
化
史
」
の
任
務
を
負
う
、
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『経
籍
考
』
は

一
般

の
文
献
資
料
集
を
超
え
て
実
に

「意
識

形
態

」
に
関
す
る
著
作
で
も
あ
る
。
故
に
そ
の
編
集
過
程
と
学
術
的
意
味

の
両
方
を
更
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は

『経
籍
考
』

自
身

だ
け
で
な
く
、
中
国
目
録
学
史
及
び
学
術
思
想
史
の
発
展
に
対
す
る
理
解
に
も
あ
る
程
度
参
照
で
き
る
価
値
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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(
1
)

『文
献
通
考
』

「自

序
」
、
「存

于
近
世
而
可
考
。
」

(元
)
馬
端
臨

『文
献

通
考

』、
北
京
中
華
書
局

一
九
八
六
年
、
第
九
頁
。

(2
)

筆
者
が
作

っ
た

『経
籍
考
』
全
文
分
析
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
の
統
計

に
よ
る
と
、
『経
籍
考
』
に
は
凡
そ
三
九
三
八
条
目
を
記
録

さ
れ
、
「数
書

一
録
」
(
一

つ
の
条
目

に
は
複
数

の
書
籍

が
あ

る
)

の
書
物
約

四
〇
九
部
を
加

え
て
、

「
一
書
重
見
」

(
同
じ
書
物

は
二

つ
以
上

の
類
別

に
現
れ
る
)
の
書
物
約

百

部
を
差
し
引
き
、
実
際
に
約

四
二
〇
〇
余
種

の
書
物
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。

(
3
)

呂
裏
簡
等
撰

『三
朝
国
史
芸
文
志
』

(太
祖
、
太
宗
、
真
宗
)
、
王
珪
等
撰

『兩
朝

国
史
芸
文
志
』

(
仁
宗
、
英
宗
)
、
李
煮
等
撰

『
四
朝
国
史
芸
文

志
』
(
神
宗
、
哲
宗

、
徽
宗
、
欽
宗
)
、
不
著
撰
人

『
中
興
国
史
芸
文
志
』

(高
宗
、
孝
宗
、
光
宗
、
寧
宗
)
。

(
4
)

王
重
民
は
最
初
に

『
中
国
目
録
学
史
論
叢
』

に

『経
籍
考
』

の
よ
う

な

「鈔
輯
序
跋
、
史
伝
、
筆
記
和
有
関
的

目
録
資
料

以
起
提
要
作

用
」

(
『中



国
目
録
学
史
論
叢
』
、
中
華
書
局

一
九

八
四
年
、
第
八
〇
頁
。
)

の
編
著
方

式
を

「擬
称

之
為
輯
録
体
」

(同
上
)

と
命
名

し
、
古
代
以
来

の

「敘
録
体

」

(
『
四
庫
総
目
』
な
ど
)
と

「伝
録
体
」
(
『
七
志
』
な
ど
)
と
鼎
立
さ
せ
た
。

(
5
)

例
え
ば

、
昌
彼
得
、
許
世
瑛

、
雷
暁
慶
、
桂
羅
敏

は
、

『経
籍
考
』

の
分
類
体
系
は

『
直
斎
』
に
基
づ

い
て
前
代

の
書

目
を
損
益
し
た
も

の
だ
と
論

述
し
た
。
張
宗
泰
、
劉

石
玉
、
雷
曉
慶

は
そ
の
分
類
項
目

の
設
置

の
得
失
を
討
論
し
た
。
以
下

の
論
著
な
ど
を
参
照
。
楊
寄
林

「『
文
献
通
考

.
経
籍

考
』
分
類
体
系
発
覆
」
、
劉

乃
和
主
編

『洪
皓

馬
端
臨

与
伝
統
文
化
』
、
中
国
青
年
出
版
社

一
九
九
七
年

。
桂
羅
敏

「『
文
献
通
考

・
経
籍
考
』
分
類
法

新
探
」
、
『
江
蘇

図
書
館
学
報
』

二
〇

〇

一
年
第

四
期
。
雷
曉
慶

「
『文
献
通
考

・
経
籍
考
』
分
類
體
系
得
失
略
論
」
、
『
晉
図
学
刊
』

一
九
九
二
年
第

三

期
。
劉
石
玉

「『
文
献

通
考

・
経
籍
考
』
分
類
探
析
」
、
『
四
川
図
書

館
学
報

』

一
九

八
七
年
第

二
期
。

(
6
)

『
郡
斎
』
(
衢
本
と
袁
本
を
包
む
)
全
文
に

一
四
九
七
条

の
書
目
が
あ
り
、
そ

の
下
に

一
四
九

六
条

の
解
題
が
あ
り
、
『
経
籍
考
』
に
そ

の

　
四
三
七

条

の
解
題
を
取
り
入
れ
る
。

『郡
齋
』
全
部

の
解
題

の
条
数

の
九
六
%
を
占
め
、
ほ
と
ん
ど
す

べ
て

の
解
題

を
保

存
し
て

い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

(7
)

現
行

の
殿
本

『直
斎
』
全
文

に
三
〇
九
三
条

の
書
目
が
あ
り
、
そ

の
下
に
三
〇

七
六
条

の
解
題

が
あ
り
、
『
経
籍
考
』
に
そ

の
二
八

一
八
条

の
解
題

を
取
り
入
れ

る
。

『直
斎

』
全

部

の
解
題

の
条
数

の
九

二
%
を
占

め
る
。

ま
た
、
清

代
四
庫
館
臣
が

『
永
楽
大
典
』

に

『直
斎
』

(殿
本

)
を
輯

録
す

る
前

に
は
、

『直
斎
』

の
単
行

本
は

ほ
と
ん
ど
な

い
。
ま

た
、
山
内

正
博

は
、

『経
籍
考

』
所
載

の

『
直
斎
』
は
殿
本

よ
り

『直
斎
』

の
原
本
に
近
づ

く
、
と
論

証

し
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
『
経
籍
考
』

の
校
勘
価
値

は

い
っ
そ
う
重
要
だ

と
言

え
よ
う
。
氏

の

「文
献
通
考
経
籍
考
と
直
斎
陳
氏
書
録
解

題

i

四
庫
全
書
総
目
批
糊
序
説
」
を
参
照
。

『史
学
雑
誌
』
第
七
五
編
第
九
号
、
東
京
大
学
史
学
会

一
九

六
六
年
十
月
、
第

五

一
～
六
九
頁
。

(
8
)

「按
、

(中
略
)
蓋
有
実
故
事
而
以
為
雑
史
者
、
実

雑
史
而
以
為
小
説
者
。
有

『隋
志
』

以
為
故
事
、

『唐
志
』
以
為
伝
記
、
『
宋
志
』
以
為
雑
史
者

。

若

=

考
訂

、
改
而
正
之
、
則
既
不
欲
以
臆
見
改
前
史
之
旧

文
、
且
所
録
諸

書
、
蓋
有
前
史
僅
存
其
名
、
晩
学
実
未
嘗
見
其
書
者
、
則
亦
無

由
知
其

編
類
之
得
失
、
是
以
姑
仍
其
旧
。
而
於
所
録
先
儒
議
論
諸
書
本
末
、
則
不
詳
加
考
訂
、
但

以
類
相
従

、
而
不
盡
仍
前
史
之
旧
云
。
」
華
東
師
大
古
籍
研

究
所
標
校

『文
献
通
考

・
経
籍
考
』

(以
下
、

『経
籍
考
』
と
略
称
)
上
冊
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社

一
九
八
五
年
、
第
五
三
丸
頁
。

(
9
)

『経
籍
考
』
上
冊
、
第
三

一
二

頁
。

(
10
)

巻

二
二
史
部
偽
史
霸
史
類

に
引
く
鄭
樵

の
言
葉
、

「夾
潦
鄭
氏
日
、
古
今
編
書
所
不
能

分
者

五
、
一
日
伝
記

、
二
日
雑
家
、

三
日
小
説
、
四
日
雑

史
、

五

日
故
事
。
凡
此
五
類
之
書
、
足
相
紊
乱
。

又
如
文
史
與
詩
話
、
亦
能
相
濫
。
」
『経
籍
考
』
上

冊
、
第

五
三
九
頁
。
ま

た
、
注

(
8
)
を
参
照
。

(
11
)

張
舜
徽

『漢
書
芸
文
志
通
釈
』
を
参
照
、
華
中
師
範
大
学
出
版
社

二
〇
〇
四
年

、
第

二
四
三
頁
。

(
12
)

巻

一
五

『
考
古
図
』

の
解
題

の
後

の
按
語
を
参
照
。
『
経
籍
考
』

上
冊
、
第

三
七

五
頁
。

(
13
)

巻

一
七

『
書
苑
菁
華
』

の
後

の
按

語
を
参
照
。
同
上

、
第

四
三
三
頁
。
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(
14
)

『
経
籍
考

』
巻

二
二
に
引
用

す
る
鄭
玄

の
言
葉
。

「編
書
之
家
、

多
是
苟

且
、
有
見
名

不
見
書
者
、
有
看
前
不
看
後
者
。
」
同
上
、

第
五
三
九
頁

。

(
15
)

(
宋
)
陳
振
孫
撰
、
徐

小
蠻

、
顧
美
華
点
校

『直
斎
書
録
解
題
』
、
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
七
年

、
第

五
五
五
頁
。

(
16
)

『経
籍
考
』
巻

二
八

「陳
氏
日
、
(
中
略
)
按

通
典
載
古
今
制
度
沿
革
、
会
要
専
述
典
故
、
非
類

書
也
。
」
『
経
籍
考

』
上
冊
、
第

六
八

七
頁
。

(
17
)

黄
宗
羲
原
著
、
全
祖
望
補
修
、
陳
金
生
、
梁
運
華
点
校

『宋
元
学
案
』
第

四
冊
、

(北
京
)
中
華
書
局

一
九
八
六
年
第

一
版
、
第

二
九

七

二
頁
。

(
18
)

「時
休
寧
曹
徑
精
詣
朱

子
学
、
先
生
従
之
遊
、
師
承
有
自

。
」
同
上
、
第

二
九

七
七
頁
。

(19
)

「梓
材
謹
案

、
(中
略

)
以
其

(
馬
端
臨
)
與
程
登
庸
友
善
、
而
並
為
朱
学
也
、
附

入
是
巻
。
」
同
上
、
第

二
九

八
〇
頁
。

(
20
)

『経
籍
考
』

の
中

に
引
用
す

る
朱

子
の
言
葉

と
文
章

は
二
七
九
条

に
達
し
、
『直

斎
』
と

『
郡
斎
』
に
次
ぎ
、
第
三
位

に
立

っ
て

い
る
。
ま

た
、
書

目
以
外
最
も
多
く
引
用

さ
れ
る
学
者
で
あ
る
。

そ
の
内
容

は
主

に

『朱
子
語
録
』

(『
朱
子
語
類

』

の
前
身
じ

と

『晦
庵
集
』

へ朱
子
文
集
)
に
出
る
も

の
で
あ
る
。

そ
の
引
用
文
は
経
部

(特
に
礼
類

と
易
類
)

に

一
番
多

く
、

次
に
子
、
集
、
史
部

で
あ

る
。

(
21
)

巻

一
七

『小
学
書

』
の
下
に
引

く
朱
子

の
言
葉
、

「『
朱
子
語
録
』

日
、
修
身
之
法
、
小
学
備
矣
。
後
生
初
学
、
且
看
小
学
之
書
、
這
個

是
做
人
底

樣
子
。
学
之
小
大
雖

不
同
、

而
其
道

則

一
。
小
学
是
事
、
如
事
君
、
事
父
、
事
兄
、
處
友
等
事
、
大
学
是
發
明
此
事
之
理
。
游
倪

日
、
自
幼

既
失

小

学
之
序
、
願
授

『
大
学
』
。
先
生
日
、
授

『
大
学
』
甚
好
、
也
須
把
小
学
書
看
、
只
消

旬
日
工
夫
。
」
(
『
経
籍
考
』
上
冊
、
第
四
三
六
頁

。
)

こ
の

一
段

は
現
行

『朱

子
語
類
』
巻
第

一
百

五

・
朱

子

二

・
論
自
注
書

、
巻
第
七

・
学

一
・
小
学
と
巻
第

一
百

一
十
八

・
朱
子
十
五

・
訓
門
人
六

の
五
条

に
あ

る
。

(
22
)

四
庫
全
書
研
究
所
整
理

『
欽
定
四
庫
全
書

総
目
』
、

(北
京
)
中
華
書
局

一
九
九
七
年
、
上
冊
第
五

二
六
頁
。

(
23
)

清

代
考

証
学

の
開
山
で
あ
る
顧
炎
武
が

「読
九
経
自
考

文
始
、
考
文
自
知
音
始
」

(亭
林
文
集
巻
之

四

「答
李
子
徳
書
」
)
と
提
唱

し
、

そ
の

『音

学

五
書
』

な
ど

の
著
作

を
範

と
し
て
示
し
た
後
、
小
学
に
対
す

る
研
究
は
日
増

し
に
盛

ん
に
な

っ
た
。
特

に
乾
嘉
時
代

に
至
り
、
恵
棟
、
戴
震
、

王

念
孫
、
王
引
之
、
段
玉
裁
ら

の
小
学
に
長
じ
て

い
る
経
学
大
家

が
輩
出

し
、
当
時

の
学
界

の
主
流

と
な

っ
た
。

(
24
)

金

石
書
物

の
分
類

は
複
雑

で

『
四
庫
総

目
』
に
は
史
部

目
録

類

・
子
部
譜

録
類

・
経
部
小
学
類

の
三

つ
の
類
に
付

い
て
い
る
。

四
庫
全
書
研
究
所

整
理

『欽
定

四
庫
全
書
総
目
』
、
(
北
京
)
中
華
書
局

一
九
九
七
年
、
上
冊
第

=

五

一
頁
。

(
25
)

『文
献
通
考

』

「自
序
」
、

「記
其
著
作
之
本
末
、
考
其
流
伝
之
真
偽
、
訂
其
文
理
之
純
駁
。
」
北
京
中

華
書
局

一
九
八

六
年
、
第
九
頁
。

(26
)

白
寿
彝

『
中
国
史
学
史
論
集

』
、
中
華
書

局

一
九
九
九
年
、
第
五
〇
〇
頁
。
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